
・ 現在地下１階に配置されている非常用発電装置等の設備、機械室、ボイラー室、防災管理室等の
移設は、大規模改修では対応不可能（建替以外では不可能）

・ 手術室の増設や高度化・大型化する医療機器に対応した手術室スペースの拡充などの医療需要の
変化への対応や施設の狭隘化への対応が不可

・ 一般的な建物機能の回復方法である、冷温水管、給排水設備、消火設備等の全面更新を行うため
には、１～２年の休院が必要となり、地域医療へ与える影響が大きい

■ 非常用電源装置等の配置状況

水流

非常用発電装置止水板の設置

現在は地下１階に配置されており、大規
模な河川氾濫等で浸水した場合は電源喪失
のリスクがある

○ 現地での建替えについて、令和４年度に調査を実施

○ 本館の改修は難しいため建替え、別館は大規模改修を行い活用する（一部建替え、一部改修）

■ 本館の改修が困難である理由
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３ 医療センターの今後の施設のあり方（整備の方向性）

（３）現地建替をした場合の調査結果



○ 現駐車場・管理棟部分に新病院を建設、別館は大規模改修を行い、管理部門として活用

・ 工事中は一部診療制限の可能性はあるが、工期や工程を工夫することで医療提供体制を大幅に
制限することなく建替えが可能

・ 限られたスペースでの工事となるため、建替え工事が長期（約１０年間）に及ぶ

新病院エリア

（現駐車場、
管理棟）

新駐車場エリア

（現本館）

新管理部門エリア

（現別館）※既存棟を活用

看護学校
エリア

■ 現地建替えの場合のイメージ ■ 現地建替えの課題

・ 工事の長期化

・ 工事中は一部診療制限の可能性

・ 新病院エリアの面積にあわせながら、
必要な延べ床面積を確保するためには、
高層化が必要

・ 建替え期間中の駐車場の確保について
一定の配慮が必要

・ 騒音、振動の影響は不明

・ 既存棟(別館)は将来的に建替えが必要

エネルギー
棟エリア
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３ 医療センターの今後の施設のあり方（整備の方向性）

（３）現地建替をした場合の調査結果



３ 医療センターの今後の施設のあり方（整備の方向性）
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（４）現地建替えと移転建替えの比較


